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トウモロコシサイレージの生産・利用体制 

の整備による品質の向上 
甲賀農業普及指導センター 

【普及活動のねらい・対象】 

当管内では、平成 26 年度からトウモロコシサイレージの生産供給が開始されています。トウモ

ロコシサイレージは、畜産農家の需要の増加に伴い作付拡大を図ったことにより、令和 3 年度に

は約 27ha に達しています。しかし、近年の急激な作付拡大は、生産者の作業スケジュールが優

先され、畜産農家の品質への要望やコントラクターの適期作業からズレが生じ、結果として品質

低下が問題となっていました。特に、生産者の播種時期が極端に遅く、トウモロコシの熟度が進

まないままコントラクターが収穫せざるを得ない状況でした。 

そこで、当普及指導センターでは、酪農家の要望に応じた品質の確保に向けて、耕畜連携組

織全体の生産・利用体制の再整備を図ることを目的に支援を行いました。 

【普及活動の内容】 

（１）適期播種に向けた栽培計画の樹立と計画の実践 

酪農家の品質への要望や生産農家とコントラクターの作業

スケジュールを考慮した播種時期や品種を検討・選定し、栽培

計画を作成しました。また、生産農家に対し研修会の開催や現

地指導を通して適期播種の重要性を指導するとともに、作成し

た栽培計画に基づき播種するよう働きかけを行いました。 

（2）情報共有ツールの作成・活用 

作業の進捗状況等の情報を円滑に共有するため、耕畜連携 3 者の情報共有ツールとして

LINE グループ「甲賀地域 耕畜連携」を作成しました。作成後はツールの利用促進を図るととも

に、コントラクターと発信時期・内容を協議しながら、随時、適期に発信するよう指導しました。 

【普及活動の成果】  

活動の結果、生産農家の適期播種への意識が高まったことで適期播種が実践され、生育期間

の確保とサイレージ品質の改善（V スコア：88 点→97 点）を図ることができました。また、普及指

導センターとコントラクターが連携し、定期的に LINE グループ上で生育状況や収穫順、作業の

進捗状況を発信したことで各関係者が現状確認できる体制を整えることができました。今後は、

計画に沿った栽培を地域に定着させ、引き続き、品質向上と耕畜連携の円滑な運営に向けて支

援していきます。 

◎対象者の意見 

 

写真１ 収穫調製作業 

適期播種が重要であることがわかりました。活動により組織の課題が少しずつ改善されつ

つあるので、引き続き支援をお願いします。（生産者） 


